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要 旨
インドネシアは世界最大のイスラム大国である。しかしインドネシアへの派遣前研修は業務引継研
修と英語研修が中心のようである。イスラム文化研修 ・多文化 ・異文化講座 ・インドネシア語などイ
ンドネシア特有の専門研修は不足している。 また企業における組織的な異文化対応ノウハウの蓄積,
同ノウハウリレーなども不足している。これが私の4年 間の駐在体験に基づ く実践的な問題提起であ
る。然るにインドネシアにおけるこの分野の先行研究は極めて少ない。そこでインドネシア勤務の駐
在員,帰 国者を対象に異文化体験調査を実施し,この統計的分析結果を先に仏教大学大学院紀要に投
稿 したところである。本稿ではこれを踏まえ異文化体験 ・対処意見の概括的な質的分析を行う。
キーワー ド インドネシア,異文化理解,イ スラム文化,赴 任前研修,現 地研鑚
この分野の関連論文としては世界各国のIB
M職 員を対象にしたG.ホ フステー ドによる
調査論文 「文化変容のカーブ理論」(『多文化世
界」)がある。ホフステー ドは異文化理解の深
化過程を4段階チャー ト(多幸期→ カルチャー
ショク期→文化変容期→安定期)に 分けてとら
えているが,異 文化理解の経年変化を具体的に
提示 していない。
1.異文化理解の経年変化
①そこで本調査では数値で異文化理解度を計
測する試みを行った,首都ジャカルタ周辺勤務
の駐在員,同 帰国者(有 効回答数=122人)を
対象に,8段 階チャー ト(カルチャーショクを
体験→現地語が分かり始める→現地生活と勤務
環境に慣れる→異文化に対する学習→文化差異
の発見と自国文化の再認識→異文化に対する共
生 ・共感感情を体感→相手との相互啓発が可能
→相互理解の意義を体感)を 用い,駐在年数の
経年変化に伴う異文化理解度をより詳 しく分析
した(北端辰昭 「異文化接触研究～イ ンドネシ
アにおける駐在体験と調査結果に基づいて:そ
の1」 『仏教大学大学院紀要』)。横軸に2年 刻
みの勤務年数を,縦軸に帰国時点に於ける駐在
員の異文化理解度(進化レベル=最高8レ ベル)
を表示 した。その結果,駐 在期間2年 以下では
2.82レベルであるが,同5～6年 では4.13レベ
ルに上昇 し,同11年以上では5.5レベルにと,
次第に右上がりに上昇 している。なお駐在員の
インドネシアの平均駐在期間は4.4年であった。
②もう一つのポイントは,異文化研修 ・研鑽
活動(4分 野 ・20項目)に対する,い わば駐在
員自身の通知簿的な計量的評価である。各分野
を5段階(4～0点)評 価 し,この20項目の トー
タル点数(80点満点)を 縦軸に表示 した。 ここ
でも横軸に2年 刻みの勤務年数を,縦軸に異文
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化研修 ・研鑽20項目の計量 的評価 の合計点 を表
示 した。 その結果,駐 在期間2年 以下 では48.9
2点であ るが,同7～8年 では50.80点に,同11
年以上 で は59.33点と,駐 在年 数 が延 びる に し
たが って,次 第に右上 が りに上昇 して いる。
fi
異5
蓬蹇4
撃3
軈2
ル羅1
0
%に も達する。しか しながら赴任時にインドネ
シア語ができない者は69%にも達する。多文化 ・
異文化講座受講者は35%,イスラム宗教文化の
予備知識がある者は僅か13%に過ぎない。イン
ドネシア語を含めたインドネシア関連研鑽は現
〆/!メ ノ〆
駐在期間
¥¥¥¥¥¥一:花x;蓉厦深イ囃{匕)5ベルt文 化畳容度レベル1
(図表No.1)「駐在年数と異文化進化 レベルと異文化研修 ・研鑽20項
目の計量的評価」
③,前 記②の異文化研修 ・研鑽20項目に対す
る計量的評価を棒グラフ化したのが次表である。
平均点(2.41点)以下の5項 目はいずれもイン
ドネシア関連の研修 ・研鑽項 目に集中している。
特にイスラム文化研修あるいは多文化 ・異文化
理解研修,イ ンドネシア語研修が相対的に不足
している。赴任前研修は業務引継ぎや英語研修
が中心のようである。英語力は総 じて高 く,少
なくとも英検3級 以上の能力を持つ駐在員は74
地で行うようにとの派遣方針の表れ
であろう。派遣側にそこまで行う研
修余裕がないζもいえる。なかには
赴任前研修を一切行わないような,
荒っぽいケースも散見された。総 じ
て赴任前研修 システムは質的に十分
であるとは言い難い。
2.異文化理解の深化過程
異文化理解の深化過程について,
ある回答者は 「異文化理解が深化す
る云々はその通 りだと思います。その時間につ
いては個人差が大きく,性別,性 格の差異もあ
るのではないでしょうか。一般的に女性の方が
馴染むのが早いように思います。性格は神経質
な人 ほど遅いと思います」(整理番号50)。次の
ような意見もある。「段階的に深化するという
仮説 には共感できるとしても,異文化に対 して
なかなか共感するまでは進まないというのが実
情ではないか。 日本人であること,日本人の誇
(図表No.2)「異文化研修 ・研鑽20項目に対する計量的評価(数字は平均点)」
りを,例 えば約束を守る,時間
を守 る,人に迷惑をかけないな
どの基本的な事柄を維持しよう
とすると,何処か異文化を限定
的に受け入れざるを得ないとい
う意識が働 く」(同87)。「頭で
理解は出来ても体はついていけ
ないことがある」(同89)。ある
回答者は 厂自国文化をどれだけ
理解 し,自国文化のアイデンテ
イーをどれほど確立 しているか
が,異文化を理解できるかの鍵
である。インドネシア帰りの人々
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を見ていると大きく二つに分かれる。一つはイ
ンドネシアを発展途上国として不潔であり,教
育がなく,イスラムの負の部分を見ている人た
ちであり,も う一つのグループは無条件にイン
ドネシアが大好きなグループである。中間的に
客観的に見ている人たちは少ない。私は異文化
に対するマイナスとプラスの感情と,その揺れ
は比較的早 く,カルチャーショックの少し後に
訪れると考える。二分化された方々は,その段
階で留まっているとも考えられる。この両価性
の揺れは,螺旋的に繰 り返 しても起こり得る。
まず異文化に接触するときには,そ の人が持っ
ている偏見や差別などが,あ からさまにバイヤ
スとして現れる。 これは反対傾向にしても同じ
であろう」(同20)。「異文化理解と言 うより,
むしろ異文化受容というべきであろう。長い駐
在経験を経て,そ の意義が現場的に体感できる
ことといえる。」(同84)などの多彩な意見があっ
た。以上のことから異文化理解の深化 レベルと
いうのは,人 により,研修 ・研鑽体験により,
勤務 ・生活環境により,あ るいは異文化問題に
対する知的関心の深さの如何により,アイデン
ティティの確立如何により,一様でないことが
伺える。その深化過程は異文化接触→驚き→彼
我の文化差異の体感→相互啓発という長い相互
作用 ・過程を経るのでなかろうか。つまり理論
的 ・観念的理解では不十分であり,現場におけ
る体感的理解の重要性を示唆しているともいえ
る。故にチャー トの1段 階から8段階へ必ず し
も直線的に進まず,ス テ ップアップとステップ
ダウン,つまり上下動(↑ ↓)を繰り返 しなが
ら,全体として緩やかな循環運動を描きつつ,
次第に現場的にレベルアップしていると推察さ
れた。またステップアップの度に新たな次の壁
に直面 しているのでないかとも推察される。そ
れが異文化社会における学習 ・体験効果という
ものであろう。政治 ・経済などの上層文化情報
はむしろ日本で入手しやすいが,インドネシア ・
イスラム文化などの基層文化情報は現地でない
と分からないことが多い。見えにくい氷山の水
面下に相当する基層文化情報が深化の鍵を握っ
ているといえる。
3.公私の異文化 トラブル体験の共通点
駐在員が体験 した仕事 ・業務上の異文化 トラ
ブルは1人 当た り平均2.3件,私的面 の同 トラ
ブルは1.7件と前者が35%も多い。仕事 ・業務
上の トラブル問題 としては,物 の考え方,約 束
期限,労 働倫理,金 銭貸借問題が多 く,生活面
の困難問題としては途上国病というべきセキュ
リティ ・安全,医療健康,使 用人問題が多い。
内容の共通点を整理すると,「ものの考え方」,
「言葉J,「労働倫理」,「金銭問題」の4項 目に
大別できる。これが全体の約60%にも達 し,且
つその構成比に共通性がある。公私の異文化 ト
ラブルの底流にイスラム文化問題が潜在 してい
(図表No.3)「公私の異文化 トラブル体験の構成比」
トラブル事例 業務面(302件)私的面(207件)
も の の 考 え 方 78件(26%) 29件(14%)
言 葉 45件(15%) 37件(18%)
労 働 倫 理 29件(10%) 19件(9%)
金 銭 貸 借 24件(8%) 32件(15%)
小 計 176件(58%) 117件(57%)
そ の 他 126件(42%) 90件(43%)
1人当たりの件数 2.3件/人 1.7件/人
(図表No.4)「勤 務 先 スタ ッフ との コ ミニケ ー シ ョン ・
トラ ブ ル」
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ると推 察 され る。
(図表No.5)「現地生活で困難に直面 した諸問題」
4.異 文化問題の背景
ここでは異文化問題の背景を,イ ンドネシア
社会が内包する多様性,イ スラム性,多部族性,
ジャワ人の生活哲学,労 務問題,ゴ ムの時間,
汚職文化の蔓延,権 力格差問題の9観点から概
観する。
① 多様性
白石隆は 「広大なインドネシアから,民族的,
文化的,宗 教的に同質な実態を想定する事はで
きない。インドネシアの国是である多様性の統
一はインドネシアを考える上での出発点でなけ
ればならない」(『インドネシアのイスラーム』
タウブイック ・アブ ドル著:白石隆訳の序文)
といっている。インドネシアの国是はパ ンチャ
シラ精神である。パンチャシラとはサンスクリッ
ト語の5原則という意味である。パ ンチャシラ
は建国の理念を表す ものとして憲法の上位に位
置づけられている。①最高神への信仰,② 人道
主義,③ 民族主義,④ 民主主義,⑤社会主義で
ある。建国の理念そのものが多様性を象徴 して
いる。外交官,ジ ャーナリストのアリフィン・
ベイは,「広大な広が りを持ち,そ れに見合 っ
た空間の中に存在 している国家である。 ここに
は石器時代と二十世紀の原子力世界が共存 して
いる。13,000以上 もの大小さまざまな島からな
るこの国は,複雑な人類の集合体である」(「イ
ンドネシア人の心』)と述べている。 この多様
性こそがインドネシアのもつ潜在能力であろう。
多様性は時に日本文化との類縁性にも通 じる。
ある回答者 も 「多様性に対する寛容さと開放性,
雑多な要素の平和的共存は,日本には育まれて
こなか った文化であり,世界が学ぶべき文化で
はないか」(同38)といっている。典型的な多
言語社会で2～300もの地方語があるという。
中には標準語のインドネシア語が通じないブルー
ワ己カー もいる。当然言語によるコ ミュニケー
ション・トラブル も多い。インドネシア語が標
準語として採択されたのは独立後の1945年,ま
だ約60年の歴史に過ぎない。「大部分のイン ド
ネシア人にとっての母語はそれぞれの地方語で
ある。インドネシア語は学校教育を通 じて獲得
された第二言語である。言語学的にはマレー語
の一方言である」(『東南アジアを知る辞典』)。
このような多言語環境の下,.仕事や業務上の日
常使用言語は,日,英,イ の混用使用が35%と
多 く,次いで英語使用が22%,イン ドネシア語
使用 も同じく22%である。 日本語の単独使用 と
いう職場は15%に過ぎない。駐在員は仕事の上
で正確な意思決定や指示を伝えるときは,英 語
を解するインドネシア人マネージャーを通 じて
意思を伝えることが多い。見聞した範囲ではジャ
カルタのオフィスにおいては,英語またはイン
ドネシア語習得が必修に近い。現地でもひき続
き英語習得に努める人が多い。
② 多部族性
インドネシアでは部族(suku)によって文
化や ものの考え方が違 うと言われている。1994
～1996年当時,筆…者の勤務先の工業省ではジャ
ワ人(ジ ャワ島)と バッタク人(ス マ トラ島)
が有力ポス トを占めていた。ジャワ人は面 と向
かって相手の主張を否定 しない穏やかな性格で
あるといわれている。これに対 してバッタク人
は白黒をはっきり主張する性格であるといわれ
る。両者の性格は対照的である。ある回答者は
「ジャワ人気質 とバ ッタク人気質 とは異なるこ
とを感 じた。勤務先では出身地のえこひいきを
避けるために,様 々な出身地の人を採用 してい
たが,ジ ャワ人に言わせると,バ ッタク人は野
卑で下品となるし,バ ッタク人に言わせると,
ジャワ人は弱々しく,信念がないと言 うことに
なる。ステレオタイプ式に,イ ン ドネシア人 と
は一概に決め付けられない部族差がある」(同1
50)。これは時に部族間のコミュニケーション・
ギャップの調整にも苦労があることを示してい
る。部族 との相性がもたらす悲喜劇もあるに違
いない。
③ イスラム性
インドネ シアは人 口2.2億の約87%がイスラ
ム教徒であるから,イスラム理解が不可欠であ
る。近時,イ ンドネシアではイスラム信仰が強
まっているようである。倉沢愛子は 「1960年代
末に始まったスハル トの開発政策と平行 してイ
スラムが深化 してきた。教育 と経済開発が進ん
だまさしくその時にイスラム信仰が強まってき
たという事実は,おそらく経済開発とグローバ
リゼーションの中で,精 神的拠 り所と,イ ン ド
ネシア人として帰属意識の結集点になってきた」
(『ジャカルタ路地裏フィール ドノー ト』)と述
べている。イスラムは唯一絶対神のアラーを信
仰 している。仏教や神道は日本人の生活信条や
価値観として形を変えて息続いているといわれ,
神仏習合の多神教的社会に育った日本人には,
この唯一絶対神という文化は理解 しにくい。ま
た中東のイスラムと,イ ンドネシアのイスラム
とは様子が違 うようである。大槻重之は 「もと
もとアニミズム信仰のところへ仏教とヒンドゥー
教が入ってきた。現在はイスラムが支配 してい
る。 しか しその古い宗教を完全に捨てることな
く,次々と新 しい宗教を受け入れた。 しかし実
体は入れ替わりというよりも累積であり,重層
信伽である。上着の下に別の宗教が隠されてい
る。このような傾向はジャワ人において顕著で
ある」(『インドネシア百科』)と分析 している。
ある回答者は 「東南アジア文化の共通性は,日
本を含めヒンズー文化伝播の影響下にある。中
東各国での駐在経験が深まりに従い,イ ンドネ
シアのイスラム文化の意味が理解できるように
なった。さらに欧米文化圏への駐在経験なども
加わり,キ リス ト文化とイスラム文化との根本
的な差異が鮮やかに感 じられるな り,それぞれ
の特異性がより深 く理解できるようになった。
同時に佛教に根付いた日本文化が理解できるよ
うになった」(同92)と述懐 している。二人の
意見はインドネシアのイスラムの特長を融合性 ・
重層性 ・神秘性の観点からとらえている。異文
化理解には基層文化にあたる宗教理解を深める
ことと,宗教 と信仰者に対する謙虚さをもつこ
とが大切であろう。
④ ジャワ人の生活哲学
公私に共通する異文化 トラブルの一つとして,
「ものの考え方」 にまつわる トラブルが多かっ
た。人口の70%はジャワ人が占めている。ジャ
ワ人=イ ン ドネシア人ではないにしてしても,
ジャワ人が有力部族で,且 つインドネシア社会
の太宗を占め,政 財界 ・軍人の有力者にジャワ
人が多い。そこで 「ものの考え方」の背景にあ
るジャワ人の生活哲学 ・価値観を取り上げてみ
る。前記のアリフィン ・ベイは 「日本人とジャ
ワ人の性格の類似性を比較 して,ジ ャワ人の生
活哲学は,①諦め(narimo)②忍耐(sabar)
③警戒(waspodo)④判断力(eling)⑤礼儀
作法(totokromo)⑥威厳(kaprajan)⑦簡
素(andapasor)⑧謙遜(prasojo)の8原則
に基づいていると言う」(『インドネシアのここ
ろ」)。以上のことか らジャワ人は万事慎重,控
えめに振る舞う生活態度を美徳とするようであ
る。この点は白黒をはっきり主張するバ ッタク
人 とは対照的である。中部ジャワには古都ソロ
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とジョグジャカルタが立地する。誤解を恐れず
に言うと,ジ ャワ人のビヘイビアーは,何処か
京都人の雰囲気を有 している。宮廷文化や貴族
文化の歴史的背景を共有通 しているからではな
かろうか。京都府 とジョグジャカルタ州は姉妹
都市の関係にある。
⑤ ザカー トと喜捨
金銭 トラブルの背景にあるザカー トついて述
べる。ザカー ト(zakat)は喜捨 と訳 されるこ
と多い。喜捨は仏教用語であろう。広辞苑(第
三版)に よれば,「喜んで寺社に寄進 し,また
は貧 しい人 に施すこと」とある。 しかしザカー
トと日本人の持つ喜捨観念 とはかなり違う。大
槻重之は次のように観察 している。「ザカー ト
はイスラム教徒の5大義務の一つである。ザカー
トも細か く決められており,貧 しい人は一人1
年 に米1リ ッ トルのフィトラ(fitra)でよい。
金90g以上の余剰財産所有者は財産の2.5%を
供出するアマル(ama1)である。 イスラム教
財団が受けとり一定の基準で貧乏人に配分する。
インドネシア人はスジャトラが高まることを願
う。スジャトラとは豊かさとか,平穏の意味で
ある。スジャトラ以前の人はザカー トを受ける
資格がある。義務 としてのザカー ト以外に自発
的な意志に基づくザカー トはサダカといわれる。
ザカー トには日常的なものがある。例えば乞食
に恵むのもザカー トである。イスラムの乞食は
ありがとうの一つもいわない。彼 らの論理によ
ればザカー トの義務を果たす機会を与えられた
ことを,ザ カー トをする人が乞食に感謝せねば
ならないという理屈である。普通の身な りの人
がバス停で見知 らぬ人にバス代がないので恵ん
でくれと簡単にいう。いわれた人は与えるのが
イスラムの義務である。女中が 日本人の主人に
金を借 りても返す気がないのは,金持ちは貧乏
人に恵まねばならないというイスラムの原則に
従っているだけだ。国の意識においても貧しい
国は喜捨 を受 ける権利があると思 っている」
(「イ ンドネシア専科」)。ザカー トの背景に富者
の貧者 に対するgiveandgiveの考え方があ
る。日本人は施しをすれば相手から感謝される
だろうと思っている。そして自分が困ったとき
には,な にか助けてもらえるかもしれないと内
心期待 している。また相手 もその好意を忘れな
い。いつかそれに対してお返 しをするべきであ
ると考える。これ力汨 本の喜捨文化の考え方で
あろう。中流階層意識 の高 い日本ではgive
andtakeの考え方が底流 にある。 このように
ザカートと日本の喜捨には大いなる文化的ギャッ
プがあり,金銭貸借 トラブルに繋がる。ある回
答者も 「バ リ・ヒンズー教の教えにも,施 した
人に対 しては神様がお礼を述べ,そ の人に恵み
を与えて くれるので,施 しを受けた人はそれに
お礼を言う必要がないと書いてありました。 日
本人はこれだけ親切にしてあげて も,お礼の言
葉がない?と 怒ることは,今ではそれは心違い
だったど納得 しています」(同4)と 大いなる
戸惑いを吐露している。「それにしても物 くれ,
金 くれのおねだりの多さと金品を与えても感謝
の態度や気持ちがない事に戸惑った。イスラム
理解が不足していた事を反省する。イスラムに
対する予備知識が多少でもあれば,もっとスムー
スに割り切れたと思 う」(同9)。これに対 して
ある回答者は 「現地の富裕層のように行動 して
も,ザ カー トは月額100ドルに満たない費用で
済んだ。小銭を惜 しむ日本人側に問題がある」
(同100)と述べている。また別の回答者は 「イ
スラム教徒の布施の考え方が微笑ましかった」。
(同92)と余裕のある態度に終始 している。イ
ン ドネシアにおいては,日本人は赴任に伴い為
替レー トの関係で総 じて経済的富裕層の立場に
おかれる。故にザカー トは富者に課せられる一
種の富裕税であると割 り切る事であろう。
⑥ イスラム信仰者に対する労務配慮
日系企業の経営者 ・駐在員が現地で直面する
大きな課題の一つは労務問題であろう。その底
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に宗教問題が潜んでいる。JETRO(日本貿易
振興機構)は イスラムに関する労務配慮として,
次のようにア ドバイスをしている 「イン ドネシ
ア人 とのビジネスや労働問題を考える場合,彼
らの多くがイスラムであることと,日本人の宗
教観 とイスラムの宗教観の違いを留意すべきで
ある。イスラムはアラーへの信仰が絶対であり,
仕事はそれ以下の意味 しか もたない。 日本的な
仕事優先の発想はイスラムには通 じない。敬虔
なイスラムは一日五回の礼拝をする。五回の礼
拝のうち,11:30.15:30の礼拝が勤務時間と
重なるため,企 業は礼拝時間を確i保する必要が
ある。イスラムは信仰を仕事に優先させる発想
を持っているから,礼拝を保障 しないと争議の
原因となることがある。また礼拝を しないと落
ち着かず,作 業の効率や安全に影響する。現在
では日系企業の殆どが工場内に礼拝室を設け,
交代で礼拝するなどのルールを確立 している。
大型の礼拝室を工場内に建てている企業 もある。
こうした対策を施せば,礼拝時間は最短で済み
作業への影響も少ない。敬虔なイスラムほどモ
ラルも高く,仕事もまじめであるためイスラム
と上手に付き合えば,労務管理全般がスムーズ
行 く」(『ビジネスガイ ド1996』)という。敬虔
な女性従業員は就業時間中もジルバ(頭 に被る
ベール)や 長袖 ・長ズボンの着用を希望するの
で,無 理に制服などを着用させようとすると ト
ラブルになる。ジルバは巻き込み事故の危険 も
ある。作業服に対する独自の対策が欠かせない。
イスラムはイスラム暦9月 の1カ月間断食(プ
アサ)を行う。断食期間は夜明け前に朝食をとっ
た後,日 没まで一切の食事を取 らず,水 も飲ま
ず,つ ばも飲み込めない。 日没後,漸 く食事と
なる。「従 って勤務時間中の集中力,注 意力な
どの低下はある程度避けられない。事故に対す
る注意も普段以上に必要になる。 しかし断食は
イスラムにとって最大の精神修養の機会であり,
断食にしっかり取 り組ませた方がモラルは向上
する」(同上)と いう。生活の中心 にイスラム
信仰があり,信仰の一部に生活がある。敬虔な
イスラムが多いことを示 している。イスラムに
対する労務配慮は極めて重要である。
⑦ ゴムの時間(jamkaret)
インドネシアの文化時間はゴムのように伸び
る。ある回答者は 「時間に対する観念の欠如,
いわゆる時間がゴムのように伸び国際 ビジネス
には通 じない」(同47)と手厳 しい。前記の大
槻重之はゴム時間についてもユニークな見解を
示 している。「時間にルーズなことを民族性で
あると断言するのは早すぎる。インドネシア人
の時間観念のルーズさは農業社会と工業社会の
発展段階の観念差異である。知人と出会い明日
(besok)訪問するということで別れたが,当
日いくら待っても来なかったという話をしばし
ば聞 く。インドネシア語の明日(besok)は,
明日以降という意味である。時間の約束をした
場合,軍隊時間であると念を押さねばならない。
軍隊だけは例外的に時間励行 される。農業社会
では時計より天候の具合を見ながら働けばよい。
これに対 して工業社会では定時に工場の機械が
一・斉に動き出す。農業社会から完全に脱 しきっ
ていないインドネシアにおいてタイムラッグが
伴うのはやむをえない」(前記に同じ)。国際ビ
ジネスにおいては納期,約 束,期 限を守る事が
もっとも重視される。日本人がイライラするの
は当然であろう。筆者は工業省高官と会うとき
は,高官が登庁されることを確認した上,翌 朝
朝一番に秘書室前で待機 していた。政府高官は
一般職員より早 く出勤される。これが面談でき
る確実な方法であった。思うに一年に2～3回
も米が取れるインドネシアでは水利と施肥問題
は別にしても,植え付け時期に制約がない。 日
本の場合は田植えの時期が極めて重要である。
同じ稲作国であっても,多期作の国では文化時
間はゴムのように伸び縮みする。
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⑧ 汚職文化の蔓延
残念なことにイ ンドネシアではKKN(Ko-
rupsi=汚職,Kolusi=なれあい,Nepotisme=
身内ひいき)に代表される構造的な汚職文化が
蔓延 しているとの困惑回答が多い。時に過大な
関税,課徴金,税 金を吹っかけられ,暗 に賄賂
を要求されるという事例である。入国時にこの
洗礼を受ける人 もある。「入国管理局でお金を
要求された。裁判官もアンフェアーであった。
但し彼らの給与を知 り納得 した」(同4)。ある
回答者は 「税務書類はあえて税務署に摘発 され
るように作成 しておかないと,将来の経営に色々
トラブルが発生 した。これは監査機関に何がし
かを払うシステムであって,呆れるばかりであっ
た。 しかし大抵のことは金で解決した。むしろ
あっけらかんのインドネシアの方がよほど可愛
いというべきではないか」(同12)。もう一例紹
介する。「自分では異文化のいい面,い やな面
も大抵は受け入れてきたが,一 つだけどうして
も受け入れられぬ文化があった。それは汚職文
化である。これがあるために他のいい面のイン
ドネシアが帳消しになって しまいそうだ。 とは
いえ今 日の日本 も裏金つ くり,公務員の厚遇問
題など,偉そうなことはいえないが～」(同24)。
インドネシア政府はワークシェアリングとして,
雇用は与えるが給与は低 くという公務員政策を
採 っているように見える。世界各国の汚職問題
を調査しているNGOト ランスペアレンシー ・
インターナショナルの2005年度版汚職指数によ
れば,「インドネシアの清潔度はイラクと並び
世界159力国中の137位である。清潔度1位 はア
イスランド,2位はフィンランドとニュージラ
ン ドである。 ちなみに日本は21位である」(産
経新聞2005/10/19)。勿論この汚職指数には批
判があろう。汚職の生 じやすい国は圧倒的に貧
しい途上国に多いこと,腐敗度の少ない国は全
て先進工業国との分析になっている。汚職文化
を逆手にとって苦境をしのがざるを得ない場合
もあろう。 「官庁役人 に対す る鼻薬(grease
payment)が問題になるが,あ る場合 にはイ
ンドネシアの法制に通 じない事か ら,急いで許
可手続 きなどを取る必要に迫 られる事がある。
このときスピーディに効率よく,重要案件を解
決する手段,あ るいは救済手段として,時 に鼻
薬の使用はやむをえないのではないか。その薬
代はたいていの場合,比 較的安価である。ただ
し倫理的な問題は残るが～」(同96)。これらの
意見のように,汚職が一種の構造的文化である
以上,現 実的対応をするか,毅 然たる対応をす
るかしかない。摩擦回避という観点から可能な
限り,権限の現地委譲を推進すること,あわせ
て対処 ノウハウの蓄積 ・伝達が肝要であろう。
⑨ 権力格差指標の高い国
最後に権力格差問題 について述べる。前記
のホフステー ドは 「イン ドネシアは権力格差
(powerdistance)の大きい国である。イン ド
ネシアの指標は77点と世界53力国の第8位 であ
る」(『多文化世界』)と述べている。権力格差
とは ①社員が管理職に反対を表明す ることに
しり込みをするか,②上司が独裁的か温情的か,
③上司の意思決定スタイルとして部下が好まし
いと思 っているスタイル,の3項 目か ら構成さ
れている指標である。権力格差が最 も高い国で
は部下は上司に依存する。逆に低い国では,部
下は上司に一方的に依存するのではなく,上司
から相談 される事を望んでいるという。指標が
最 も高い国はマレーシア(104点)であり,最
も低い国はオース トリア(11点)である。 ちな
みに日本は第33位(54点)で中位国である。権
力格差指標は組織内での指示命令や意思決定に
繋がる評価指標である。協働性を示すともいえ
る。職場のコミュニケーションあるいは風通し
に繋がる。インドネシア工業省は上意下達型(=
トップダウン)の意思決定スタイルを採用 して
いた。職員は トップの指示がない限り梃でも動
かず,終 日ぼんや りと待機 していた。些細な資
料要求をしても全て トップの了承が必要であっ
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た。 日本の通産省はどちらかといえば下意上達
型(=ボ トムアップ)の 稟議 ・根回しを重ん
じる協働性組織であることとは好対照であった。
5.両 国の文化の森の対照表
インドネシア文化を概括的に把握する意味で,
回答者の意見,各 種文献,筆者の駐在体験など
を もとに,日本 ・インドネシア両国の 「文化の
森」の比較対照表を試みに作成した。 ここか ら
読み取れる事は,現状,両 国間において圧倒的
な経済格差があるにしても,文化面では概ねイ
コールの関係にあるといえようか。経済格差は
何 らかの歴史的事情の反映であり,それは必 ら
ず しも文化的格差を意味するのではではないと
考える。 とはいえ厳 しい国際競争にさらされる
企業現場,あ るいは日本の国税を使 ってODA
現場で働 く駐在員にとっては,こ のような綺麗
事は言 っておられないこともまたたしかであろ
う。このことが異文化理解を難 しく,時に異文
化 トラブルを招くことに繋がる。
6.異文化 トラブルに対する対処姿勢
ここでは駐在現場における異文化 トラブルに
対する対応 ・対処姿勢を探 ってみる。ある回答
者は 「まず相手の立場に立 って相手の文化,歴
史,習慣などを理解 しようとする努力が必要で
(図表No.6)「日本 ・イン ドネシア両国の文化の森対照表」
日 本 イ ン ド ネ シ ア
小さな島国でまとまりのある国 世界最大の島嶼国家=ま とまりが課題
国 同質性が高く単一言語的国家 多部族 ・多言語 ・多様性国家
外交の下手な経済大国 外交の上手い資源大国
情 四季がある工業国 乾季と雨季(平 均気温28度)の農業国
稲作は一期作 ・田植に時期制約 稲作は多期作 ・田植は年中可能
神仏習合の多神系的社会 国民の87%がイスラム信佛 ・重層信仰古ホ イスラム信仰者は極めて少ない 世界の四大宗教が存在
勤勉であるが信仰心が乏 しい 勤労より信仰,信 仰と生活が一体化
教 喜捨の精神が希薄 ザカー ト(喜捨)は イスラムの義務
金品貸借のモラルが厳 しい 金品貸借は相互扶助精神の発露
国民の80%が中流意識をもつ 所得格差が大きい
経 物造 りがうまく標準化が徹底 模倣がうまいが標準化は苦手
中堅企業が発達,産業構造は概ね三角型 華人系が経済(流通)を支配,大企業と圧倒的多数
の零細企業(99.3%)に二分化
済 期限 ・納期 ・品質の遵守観念が強い 期限 ・納期 ・品質の遵守観念はおおらか
正確 ・精密なJRの時刻表(工 業時間) 時間はゴムのように伸縮(農 業時間)
高学歴社会(大 卒は50%超) 学歴格差が大きい(大卒は5%・金の卵)
社 権力格差が小さい 権力格差が大きい
公務員のモラルは比較的高い 汚職文化が蔓延(公務員の低賃金)
会 自己主張とアイデンティティに弱い 自己主張とアピールがうまい
根回しと稟議 ムシャワラ(話 し合い)の伝統
異文化理解問題に不慣れ 多部族社会で異文化問題は日常化
文 意思決定はボトムアップ型に近い 意思決定は トップダウン型
儀式運営は生真面目 儀式運営はおおらかで明るい
化 縦文字文化で英語は下手 インドネシア語は英語よりやさしい
伝統文化と経済がそれなりに調和 多彩な民族音楽 ・舞踊 ・工芸文化が発達
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ある。これまで日本的マネジメントは,自文化
を一方的に押 し付けて,理解 させることを方針
としてきたが,そ れは通用しないことが理解さ
れつつある。 しか し仕事で駐在 している限 り,
相手の立場だけを理解してもダメであり,まず
相手の立場に立って考えて,自分の文化,自 分
の考えを正 しく伝える必要がある」(同13)と,
相手の目線に立った対処姿勢を重視 している。
① 樹木から森を,森から樹木を観察する
駐在員は一種の参与観察者の立場にある。自
文化と異文化の狭間に生 きている。 日常的な,
個々の樹木に当たる異文化問題を通 じて,イ ン
ドネシアという森を観察し,同時に対岸の日本
社会を反面教師として見つめ得 る立場にある。
樹木の観察を通 じて,そ の背後の森に潜むイン
ドネシア文化(社 会)と 日本文化(社 会)の 異
同を体験 し得 る。余裕を持って樹木か ら森を,
森か ら樹木を観察する複眼の眼を持つことが期
待される。それには一定の研修 ・研鑽活動が必
要であろう。その トータルが異文化理解の レベ
ルアップに繋が り,インドネシア社会(文 化)
に対する親近 につながる。ある超長期滞在者は
「イン ドネシアよ りで も,日本よりでもな く,
第三文化の立場でかなり客観的にどちらも見 ら
れるようになった」(同69)という。 この複眼
の観察姿勢が異文化理解の深化に繋がる。この
ような経験豊富な異文化経験を伝える 「語 り部
バ ンク」が駐在員の多 くが勤務するジャカルタ
にあれば有益だとおもう。
② 地道な対話を通 じて共生を図る
文化や習慣が違 うのは駐在員にとっては百 も
承知済みであろう。相手には相手のやり方があ
るが,こ ちらにも立場と責任がある。相手に良
かれと信じているからこそ伝えたい思い入れや
期待がある。 これを押し付けるのではなく,相
手が納得しやすい形で伝える 「こつ」は一体何
であるか,日 本的な合理観をどのように説明す
ればいいのか,と 自問せざる得ない場合が多い。
現状では両国間に圧倒的な経済 ・経営 ・産業技
術格差がある。組織の経営方針については譲れ
ない。 しかしそれを実行する上では異文化 トラ
ブルが生 じて くる。経営 ・労務管理 ・技術指導
の要諦は,案外メンタルな問題に突き当たるこ
とが多い。自他の文化の差異を尊重しつつ,相
手に迎合することな く,相手との文化距離を体
感 しようとする柔軟な姿勢,「そして相手の文
化の弱みに付け込まない度量」(同70)が肝要
であろう。地道な対話を通 じて共生を図る以外
にない。
③ 自分自身の再発見
イ ンドネシア(人 ・文化 ・社会)を語ること
は,と りもなおさず日本(人 ・文化 ・社会)を
語ることの裏返 しであろう。つまり自己のアイ
デ ンティティの確立問題に行き着 く。アイデン
ティティとは何か。諸説があるが,金沢吉展は
心理学の立場から 「自分が自分をどのように見
ているかという自己内的な側面と,自分と他者
(社会)と のかかわりという集団帰属の二つの
側面がある。この二つの側面はコインの両面の
ようなもので,ど ちらか片方では存在せず,お
互いがお互いを強 く影響 しあっている。つまり
異文化社会において働き,生活する限り,私人
としての自分と,日本人 ・組織の一員としての
自分の,二つの自分を意識せざるを得ない,そ
してこの二つは重なっている」(『異文化とつき
あうための心理学』)と述べている。海外に出
て初めて 日本文化を知らないこと,日本文化の
特徴を説明できないことに気づくことが多い。
日本の歴史と伝統文化を知ること,即ちインド
ネシア理解につながる。アイデンティティを持
つこととは,一つには祖先が紡いできた日本の
歴史とは,ど ういう歴史なのをしっか りと踏ま
え,日 本文化や伝統に静かな誇 りを持つことで
あろう。他の一つは自分自身の発見であろう。
それは日本における本来の自分 と,インドネシ
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アにおける別の自分の発見にも繋がる。後者は
現地における組織の管理者 ・指導者 として,あ
るいは赴任に伴い俄かに裕福になった金持ちと
して見られがちな,鏡 に映る別の自分の発見で
もある。当然相手は後者の自分を観察 している
のである。前記の喜捨の対処問題など,駐在員
はここに別の自分に,大 きな戸惑いを感 じる事
がある。勿論アイデンティティを強調すること
を否定する人もある。それは自民族中心主義に
陥る危険性を指していると思われる。アイデン
ティティを確立するということは日本歴史 ・伝
統と自分自身の発見 ・確認をすることであろう。
④ アイデンテイーとグローバル化
ある回答者は 「かってのインドネシアのバ ン
テンやマッカサル地域における交易活動が日本
を含めた世界の歴史に大きく関わったことが現
地で見えてきたとき,自分が当時の日本の歴史
について,ど れだけの知識を持 っているのか,
恥ずかしいと思いました。異文化理解を通 して,
自国の文化を再認識 し,さ らに深化することで
自分自身のスケールをさらに大きくしていける
と思う」(同84)と述べている。 日産 自動車を
劇的に再建 したカル ロス ・ゴー ンは,「アイデ
ンテイーを持つこととグローバル化 とは矛盾 し
ない。グローバル化時代に最高の実績を残すの
はやはり力強いアイデンテイーを持 った国,あ
るいは人々であると思う。 日本は歴史的にみて
西洋や中国の文化を学習し,吸収 してきたが,
結局日本は日本である。国や人々のアイデンテ
イーが力強 くな くなければグローバル化は成功
しない。グローバル化はアイデンテイーの脅威
だと思うことは間違いである。グローバル化に
より,人々はむしろよりアイデンテイーを追及
し,む しろ強化 してい く」(産経新聞安倍伸三
との新春対談2006/1/2)と述べている。著名
なアラビス トの片倉もとこは 「人間の普遍性を
みて,国籍や民族の違いがあっても人間はやっ
ぱり同じだなあ,という感慨にひたるのも悪 く
はな い。 しか しそれよ り積極的 に自他 の文化 の
違 いを発 見 し,そ の違 いを楽 しむ とい うゆ とり
を持つ ことがよ り大切 だ と思 う。違 うこ とはよ
い ことであ る。何 もか も分 か って しま った ら,
この世 はつ ま らな い」(『イス ラー ム の 日常世
界』)。つまり自国の歴史や伝統を知 ることによっ
て,自 文化 と異文化 の異 同を知 ること,あ るい
は逆 に異文化 を通 じて 自文化 を知 るこ とを通 じ
て,ア イデ ンテイーを確立す るこ とによ って,
異文化 に対 して柔軟 に対応 ・吸収 できる こと,
それは必 ず しも相手文化 に対 して排他 的にはな
らない との指摘 であろ う。 ヒ ト,モ ノ,カ ネ,
情報 の国際交流 時代 においては,異 文化理解 は
今 後加速度 的に重要性 を増す。異文化理 解 とは
この ように文化 の違 いを学 び,共 存へ の道を探
ることであろ う。 この産 ・学 の二人 の大 先達 の
言 葉 に万金 の重 みを感 じる。
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